今回はネットワークです。申し訳ないのですがあまり自信がありません。間違えていたらごめんなさい。関係ないのですが高級プログラミングで間違いがありました。一箇所b←0となっていますが0ではなくxの間違いです。情報は教科書の限られた範囲が重要なので情報のページで確認お願いします。あと第四章のデータモデルは重要なのですが教科書の範囲が狭いので簡単に読めると思うので資料は作っていません。
サーバーとクライアント

ネットワークを理解するためにまずサーバーとクライアントという関係をおさえましょう。クライアントとはサーバーに対して要求を出し、サーバーはその要求にこたえてクライアントにサービスを提供します。例えば図書館においてAさんが探している本を見つけられなかったとします。そこでAさんは図書館で働いているBさんに探してくれないかと頼みます。Bさんはそれに答えて本を見つけ出してAさんに渡します。このたとえにおいてAさんがクライアントでBさんがサーバーです。インターネットもまさにこの関係です。個々のパソコンがインターネットサーバーにあるページが見たいと要求します。インターネットサーバーはそのページを探し、要求もとのパソコンへ伝えます。
インターネットの構造

インターネットは世界中に張り巡らされています。しかしそれだけ広いため一つのネットワークで結ばれているわけではありません。例えばプロバイダの会社ごとに小さなネットワーク、いわば集落を築き、他の多くの集落と結びついてこれほどに広いネットワークを構築しています。集落同士、また集落とサーバーはルーターと呼ばれるものでつながっています。
IPアドレスとDNS

あるウェブページがインターネット上どこにあるかを表すのがIPアドレスです。しかしIPアドレスは192.162.1.3といった数であり、ユーザーにはどこのページを表すのか分かりにくいです。そこでホスト名というものが使われます。ホスト名とはwww.u-tokyo.ac.jpのようなものです。しかしコンピュータはIPアドレスでないとどのページか分かりません。そのためにDNSが使われます。ホスト名ではピリオドで区切られた部分が一つの場所を表します。jpは日本を表し、ac.jpは大学等教育機関をあらわします。DNSはこれを利用してIPアドレスを突き止めます。あるコンピューターがこのホスト名で表されるページを見たい場合はまずjpを管理するサーバーAを探し（ルートサーバーに聞けば分かるらしい）、サーバーAにいきます。さらにサーバーAにac.jpを管理するサーバーの場所を尋ね、以下同様にしていきます。
プロトコル

プロトコルとは通信に際してあらかじめ決められた決まりごとです。例えば手紙を出すには必ず宛名が必要です。さらに宛名を書く場所も決まっていてその場所を間違えれば配達員に誤解を生じさせかねません。このように通信には決まりごとが存在しています。インターネットも通信の一種なので手紙の書き方が決まっているように通信に決まりごとが存在し、その決まりごとをHTTPといいます。

階層プロトコル

さて、インターネット通信にはHTTPという決まりごとが必要でした。同様にメール通信にも決まりごとが必要です。しかしインターネットもメールも同じような通信です。実際インターネットを使ってメールは送られています。違う点はインターネットがウェブサーバーに要求を出すのに対し、メールはメールサーバーに要求を出すというだけです。同じような通信に対して別々に決まりごとを決めるのは効率が良くありません。そのため両者の共通する部分、つまり「インターネット回線を使う際の決まりごと」を切り離し独立させ、TCP/IPと呼ぶことにしています。似たような決まりごとを抽出し、独立させることで様々な決まりごとを表現できます。実はHTTPはウェブページを閲覧するための決まりごとで、クライアントがウェブを利用するときはHTTPとTCP/IP利用し、メールを利用するときはSMTPという決まりごととTCP/IPを利用しています。このように何段階にも決まりごとが分けられている「階層プロトコル」が現在多く利用されています。
